
 

 

調停人名簿掲載情報 

（Curriculum Vitae） 
 

 ふりがな 

姓 
土屋（つちや） 

ふりがな 

名 
智恵子（ちえこ） 

国籍 日本 

居住国 日本 

対応可能言語 日本語、英語 

職業・所属 弁護士、ニューヨーク州弁護士 

所属団体･役職 アンダーソン・毛利・友常法律事務所 

資格 

・弁護士登録（2001 年） 

・ニューヨーク州弁護士登録（2006 年）  

・Member, Chartered Institute of Arbitrators (CIArb) (2018 年－) 

・日本仲裁人協会事務局次長（2016 年‐） 

日本国際紛争解決センター事務局次長（2018 年 -） 

京都国際調停センター事務局次長（2018 年 -） 

学歴・職歴 

 1993 年 慶應義塾大学法学部卒業（法学士） 

 1993 年 - 1997 年 シティバンク，エヌ・エイ勤務 

 2000 年 - 2001 年 最高裁判所司法研修所修了（54 期） 

 2001 年 - 坂井秀行法律事務所（ビンガム・坂井・三村・

相澤法律事務所（外国法共同事業））勤務 

 2005 年 米国ニューヨーク大学ロースクール修了

（LL.M.）   

 2005 年 - 2006 年 米国ハーバード大学ロースクール客員研究員 

 2012 年 - 2015 年 国際原子力機関（IAEA）勤務 

 2015 年 - アンダーソン・毛利・友常法律事務所勤務 
 



 

 

調停の 
ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ･認証 

・東京弁護士会紛争解決センター（あっせん人）(2010 年 -)  

・東京家庭裁判所非常勤裁判官（調停官） (2016 年 -） 

・CEDR Accredited Mediator (2017 年) 

・SIMC Specialist Mediator (2018 年－) 

調停スタイル 

基本的には、対話促進型(Facilitative)ですが、必要に応じて、評価

型（Evaluative）を取り入れながら進行します。同席調停と別席調停

を組み合わせて行います。 

それぞれの当事者の方のお話をよく伺った上、何がその方にとって一

番の問題なのか、どうしたらそれを解決できるかを中立の立場から当

事者の方と一緒に考え、紛争解決のお手伝いをしたいと思っておりま

す。 

調停の経験 

東京弁護士会で 2010 年から調停人を務め、2016 年からは東京家庭裁

判所において非常勤裁判官（調停官）を務めております。調停人とし

て、商事、民事、家事、合わせて 150 件以上のケースに関わってきま

した。 

弁護士としては、国内外の企業に対し、国際紛争、倒産事件、原子力

関連案件、国際企業間取引、労働案件等を中心にアドバイスしていま

す。 

取扱分野･専門分野 
 

□国内事件のみ扱います 

■代理 

■航空法 

■銀行/金融 

■会社法 

■著作権 

■名誉毀損 

■労働法 

■家族法 

■フランチャイズ 

■ＩＴ・通信 

■インフラ・土木・建築 

■相続法 

■保険 

■知的財産 

 

■投資法 

■合弁・パートナーシップ 

■鉱山 

■石油・ガス 

■人身傷害 

■プロフェッショナルマルプラクティス 

■不動産 

■売買・サービス 

■船舶 

■スポーツ・エンターテイメント 

■賃貸借 

■不法行為 

■商標 

■信託 

■その他（倒産、原子力 ） 

 


